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市政 Ｑ＆Ａ 一般質問

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
と
の
関
係

に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
は
少
子
高
齢
化
や
異
常

気
象
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
行

政
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
の
力
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
防
災
士
、
保

護
司
や
民
生
委
員
の
団
体
の
負
担
は
増
え

て
い
く
中
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

民
団
体
と
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
が
必
要
。

行
政
と
相
互
に
補
い
合
う
よ
き
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
日
頃
か
ら
対

話
を
通
し
た
合
意
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を

図
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う

し
た
こ
と
を
通
し
て
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
と
の
連
携
、
協
働
の
形
が
よ
り
よ
い

も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

◆
未
来
型
図
書
館
へ
の
取
組
に
つ

い
て私

が
４
年
前
に
市
議
に
立
候
補
す

る
時
の
大
き
な
公
約
で
あ
っ
た
新

し
い
図
書
館
の
建
設
が
、
宮
橋
市
長
の
も

と
、
実
現
に
向
か
っ
て
市
民
参
加
型
の
つ

な
が
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
市
民
の
公
開
の

も
と
で
の
基
本
構
想
策
定
委
員
会
な
ど
多

方
面
で
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
大
変

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
図
書

館
建
設
へ
の
動
き
を
知
る
市
民
が
少
な
い

の
も
事
実
。
少
し
で
も
多
く
の
市
民
に
未

来
型
図
書
館
へ
の
取
組
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

こ
れ
ま
で
も
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
未
来
型
図
書
館
づ
く

り
は
市
民
と
一
緒
に
取
り
組
む
市
政
の
象

徴
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
い
か
に
対
話
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

巻
き
起
こ
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
一
人
一
人
が
未
来
型
図
書

館
づ
く
り
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
小
松

市
の
未
来
を
語
り
合
い
、
共
に
実
現
し
て

い
く
た
め
、
新
た
な
対
話
と
活
動
の
場
、

（
仮
称
）
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
立
ち
上
げ
、
開

館
後
も
市
民
と
共
に
つ
く
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

◆
小
松
市
が
取
り
組
む
施
策
、
農
業
、

観
光
資
源

C
O
２

排
出
ゼ
ロ
へ
の
取
組
。

削
減
目
標
は
数
値
の
見
え
る
化
を

図
り
た
い
。
ま
た
国
の
Ｖ
２
Ｈ
の

設
置
補
助
は
機
器
に
50

％
、
工
事
費
に

１
０
０
％
の
補
助
が
あ
り
、
こ
の
補
助
に

上
乗
せ
す
る
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

新
公
共
交
通
の
小
松
版
Ｍ
ａ
ａ
S

に
つ
い
て
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
で
予
約
を
入
れ

て
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
指
定
さ

れ
た
場
所
へ
送
迎
す
る
松
東
地
区
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
予
約
方
法
も
、
電
話
に
よ
る
予

約
に
加
え
ア
プ
リ
に
よ
る
予
約
が
可
能
に

な
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

空
き
家
取
壊
し
補
助
金
30
万
円
の

見
直
し
に
つ
い
て
。

老
朽
で
危
険
な
空
き
家
の
解
体
を

推
進
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体
の

解
体
補
助
限
度
額
な
ど
も
参
考
に
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
、
対
応
に
対
す
る
取
組
。

中
山
間
地
は
浸
水
想
定
区
域
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
令
和
５
年
は
想

定
を
見
直
し
、
滓か
す

上か
み

川が
わ

な
ど
11
河
川
も
対

象
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
予
定
で
、

全
世
帯
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
化
の
支
援
に
つ
い
て
。

J
A
小
松
市
や
民
間
企
業
の
導
入

検
証
を
通
じ
て
農
業
者
の
理
解
を

図
り
、
農
業
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
I
C
T
機

器
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
連
携
し
取
組

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
、
出
口
戦
略
。

人
・
環
境
・
知
見
に
着
目
し
、
ス

ト
ー
リ
ー
も
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
消
費
者
や
新
規
就
労
者
の

獲
得
を
、
J
A
・
生
産
者
・
県
等
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

２
件
の
日
本
遺
産
に
つ
い
て
。

文
化
財
保
存
活
用
長
期
計
画
策
定

の
た
め
、
文
化
財
の
保
存
・
保
全

を
地
域
の
方
々
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。

尾
小
屋
鉱
山
資
料
館
に
つ
い
て
。

県
に
資
料
館
の
再
整
備
を
要
望
し

て
お
り
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

大
倉
岳
高
原
の
通
年
活
用
と
里
山

活
性
化
に
つ
い
て
。

南
加
賀
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
で
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
秘
め
て
お
り
、
自
然
・
文
化
・
産
業
の

保
存
、
活
用
で
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

東　

浩
一
（
ひ
が
し 

こ
う
い
ち
）
議
員

小
松
市
の
農
業
、

観
光
資
源
に
つ
い
て

一
括
質
問

動画で
チェック

吉
田　

寛
治
（
よ
し
だ 

か
ん
じ
）
議
員

新
し
い
市
民
と
行
政
と
の

関
係
に
つ
い
て

一
括
質
問

動画で
チェック
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◆
「
地
域
協
議
会
」
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
る
校
下

単
位
の
事
業
の
再
開
や
、
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
を
後
押
し
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
、
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど

に
活
用
で
き
る
次
世
代
育
成
事
業

を
新
設
。
地
域
を
明
る
く
に
ぎ
や
か
に
す

る
活
動
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

月
津
校
下
と
日
末
校
下
が
連
携
し

て
取
得
し
た
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
に
対
し
、
力
強
い
後
押
し
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
る
が
。

現
在
構
築
中
の
小
松
版
M
ａ
ａ
S

に
お
い
て
、
公
共
交
通
に
よ
る
移

動
が
難
し
い
地
域
で
は
、
地
域
協
議
会
等

が
主
体
と
な
っ
た
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

も
重
要
な
移
動
手
段
と
考
え
て
お
り
、
交

通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
に
も
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
。

地
域
協
議
会
の
今
後
の
推
進
策
と

あ
り
方
に
つ
い
て
、
運
営
役
員
に

対
す
る
報
奨
金
制
度
を
求
め
る
が
。

運
営
体
制
構
築
事
業
を
活
用
い
た

だ
く
な
ど
、
効
果
的
で
持
続
可
能

な
地
域
の
運
営
体
制
の
実
現
を
目
指
し
た

い
。

◆
観
光
・
飲
食
業
者
に
対
す
る
支
援

策
に
つ
い
て

感
染
が
増
え
る
と
冷
え
込
む
、
観

光
や
飲
食
業
の
今
後
の
消
費
喚
起

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
市
宿
泊
割
は
、
終
了
後
、
全
国

旅
行
支
援
の
状
況
等
を
踏
ま
え
検

討
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
物
価

高
状
況
を
踏
ま
え
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
や
、
国
の
補
助

金
申
請
の
代
行
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を

設
け
て
は
い
か
が
か
。

国
、
県
、
小
松
商
工
会
議
所
に
お

お
い
て
相
談
所
の
設
置
等
が
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
必

要
に
応
じ
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

粟
津
温
泉
交
流
広
場
の
活
用
方
法

な
ど
、
粟
津
温
泉
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
本
市
の
見
解

を
。

地
元
開
催
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
へ
の

協
力
、
魅
力
発
信
や
様
々
な
場
面

で
の
P
R
を
し
て
お
り
、
３
月
か
ら
実
施

の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ー
ト
を
粟
津
地

区
に
も
設
置
す
る
。
地
域
の
方
々
と
連
携

し
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
た
い
。

◆
民
間
企
業
と
の
協
定
に
つ
い
て

小
松
市
が
民
間
企
業
や
団
体
と
協

定
を
結
ぶ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

協
定
を
結
ぶ
流
れ
と
締
結
の
基
準
は
。

行
政
課
題
の
解
決
や
効
果
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
が
メ
リ
ッ
ト
で

あ
り
、
本
市
の
課
題
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
、
双
方
の

合
意
の
も
と
、
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な

る
。

ど
の
様
な
種
類
の
協
定
締
結
の
実

績
が
あ
る
か
。
協
定
を
結
ん
だ
こ

と
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

包
括
連
携
協
定
13

件
、
事
業
連
携

協
定
は
、
令
和
３
年
度
以
降
20

件

等
。

　

成
果
例
は
、
損
害
保
険
会
社
か
ら
の
令

和
４
年
８
月
大
雨
で
の
損
害
状
況
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
提
供
で
あ
る
。

連
携
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
考

え
る
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

今
後
と
も
公
民
連
携
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
ま
ち
づ
く

り
の
高
度
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
新
幹
線
小
松
駅
開
業
へ
向
け
た
首

都
圏
で
の
活
動
に
つ
い
て

開
業
に
向
け
、
首
都
圏
で
の
「
小

松
」
の

露
出
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
首
都

圏
で
の
活
動
は
。

市
独
自

や
県
な

ど
広
域
連
携
に

よ
る
様
々
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
き
た
。

「
小
松
」
の
P
R
と
し
、
「
子
供
歌

舞
伎
」
は
最
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
で

あ
る
。
県
と
連
携
し
東
京
で
子
供
歌
舞
伎

を
披
露
で
き
れ
ば
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ
と
な
る
。

今
後
の
市
の
取
組
は
。

南
加
賀
全
体
で
各
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
県

と
共
に
考
え
て
い
く
。
東
京
で
の
子
供
歌

舞
伎
上
演
は
、
今
後
、
関
係
者
と
共
に
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

南
藤　

陽
一
（
な
ん
と
う 

よ
う
い
ち
）
議
員

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
向
け
て

一
括
質
問

動画で
チェック

高
野　

哲
郎
（
た
か
の 

て
つ
ろ
う
）
議
員

「
東
京
で
子
供
歌
舞
伎
を
‼
」 一

括
質
問

動画で
チェック新幹線効果を小松に
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◆
市
民
病
院
の
特
殊
勤
務
手
当

結
核
患
者
と
接
す
る
看
護
師
に
は

特
殊
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
が
、

看
護
師
以
外
に
は
支
給
さ
れ
な
い
。
結
核

は
空
気
感
染
す
る
た
め
、
支
給
対
象
を
結

核
病
棟
勤
務
の
全
ス
タ
ッ
フ
に
拡
大
し
て

は
ど
う
か
。

人
事
院
の
規
則
を
踏
ま
え
、
結
核

病
棟
勤
務
の
薬
剤
師
、
理
学
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
、
診
療

放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
も
範

囲
を
拡
大
し
、
支
給
す
る
方
法
で
調
整
し

た
い
。

分
娩
手
当
は
医
師
の
み
に
支
給
さ

れ
て
い
る
。
助
産
師
に
も
支
給
を

求
め
る
。条

例
案
件
で
あ
り
、
新
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
き

た
い
。

オ
ン
コ
ー
ル
手
当
は
１
回
５
０
０

円
。
待
機
の
精
神
的
負
担
も
大
き

い
為
、
支
給
額
の
増
額
を
。

今
後
も
現
状
の
ま
ま
支
給
し
た
い
。

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て

実
態
調
査
の
結
果
、
小
松
地
区
の

配
置
が
適
正
だ
と
し
た
回
答
が
38

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

配
置
の
現
状
と
そ
の
要
因
は
。

配
置
状
況
は
全
体
の
91

％
。
要
因

は
障
害
へ
の
理
解
や
専
門
性
、
児

童
ら
と
の
信
頼
関
係
な
ど
多
様
な
業
務
内

容
を
満
た
せ
な
い
た
め
。

今
後
の
対
応
は
。

募
集
の
継
続
と
市
教
育
委
員
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

１
０
０
％
の
配
置
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

◆
空
と
こ
ど
も
絵
本
館
元
顧
問
松
居

直
氏
に
つ
い
て

11
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
市
へ
の
功
績
を
た
た
え
て
、

顕
彰
し
て
は
ど
う
か
。

寄
贈
頂
い
た
資
料
は
大
変
貴
重
で
、

今
後
も
市
民
団
体
と
共
に
松
居
氏

の
功
績
を
顕
彰
し
て
い
き
た
い
。

◆
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

来
年
度
か
ら
９
価
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
化
さ
れ
る
。
接
種
１
回
目

が
２
価
ま
た
は
４
価
で
終
了
し
て
い
る
方

へ
の
対
応
は
。

交
互
接
種
は
医
師
と
相
談
し
た
上

で
あ
れ
ば
実
施
可
能
と
聞
い
て
い

る
。

子
宮
頸
が
ん
は
性
的
接
触
に
よ
り

感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
男
性
に
も

接
種
費
用
助
成
を
求
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
必
要
性
に

つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
国
の

動
き
な
ど
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
を
18

才
ま
で
拡
大
を

令
和
３
年
度
の
18
歳
未
満
の
子
ど

も
の
減
免
実
績
に
つ
い
て
。

９
３
０
世
帯
、
１
、
２
４
８
人
で

減
免
総
額
は
１
、
６
９
７
万
１
、
３

０
０
円
。物

価
高
は
２
年
前
よ
り
も
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し

て
市
独
自
に
18
才
ま
で
拡
大
を
求
め
た
い
。

今
年
度
は
学
校
給
食
費
無
償
化
の

拡
大
や
紙
お
む
つ
定
期
便
な
ど
手

厚
く
支
援
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
輝
く

未
来
都
市
こ
ま
つ
を
目
指
し
て
い
く
。

◆
小
学
校
の
学
校
給
食
無
償
化
の
実

施
に
つ
い
て

長
年
の
学
校
給
食
無
償
化
の
要
望

が
中
学
生

で
実
現
さ
れ
た
。

市
長
の
思
い
は
。

社
会
全
体

で
子
供
た

ち
の
成
長
を
支

え
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
意

義
深
く
素
直
に

喜
び
た
い
。

子
育
て
支
援
と
し
て
小
学
生
に
も

学
校
給
食
無
償
化
を
広
げ
て
頂
き

た
い
。

小
学
校
へ
の
拡
大
は
恒
久
的
な
政

策
と
し
て
必
ず
実
施
す
る
と
い
う

強
い
信
念
を
も
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
消
費
税
緊
急
５
％
減
税
が
効
果
的

だ

全
て
の
物
価
を
引
き
下
げ
る
た
め

国
に
消
費
税
減
税
を
求
め
て
頂
き

た
い
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
国
で
は
直

接
的
な
支
援
や
持
続
可
能
な
経
済

活
動
等
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

で
も
連
携
し
適
時
適
切
に
対
応
し
た
い
。

◆
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
の

助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

補
聴
器
は
高
齢
化
社
会
の
必
需
品

で
あ
り
、
助
成
制
度
が
必
要
と
思

う
。

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
従

前
よ
り
国
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、
国
の
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
る

こ
と
も
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

橋
本　

米
子
（
は
し
も
と 

よ
ね
こ
）
議
員

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
対
策
に
つ
い
て

一
括
質
問

動画で
チェック

木
下　

裕
介
（
き
の
し
た 

ひ
ろ
ゆ
き
）
議
員

助
産
師
に
も
分
娩
手
当
を
！ 一

問
一
答

動画で
チェック

小学生にも学校給食無償化を



2023年2月 12

市政 Ｑ＆Ａ一般質問

◆
学
校
教
育
で
の
食
育
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
食
育
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

栄
養
教
諭
等
に
よ
る
食
に
関
す
る

指
導
や
外
国
の
郷
土
料
理
を
提
供

し
た
食
育
な
ど
。

学
校
で
の
体
験
農
業
は
。

特
に
５
年
生
の
社
会
科
で
、
米
作
り
、

野
菜
作
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

体
験
を
受
け
て
の
授
業
や
取
組
は
。

学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け

る
な
ど
し
、
農
業
体
験
を
重
要
な

食
育
の
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

◆
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

米
価
が
上
が
ら
な
い
今
、
米
飯
割

合
に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況
と
本

市
の
状
況
は
。

各
市
に
よ
り
様
々
。
本
市
は
、
２

週
間
で
米
飯
７
回
、
パ
ン
食
３
回
。

最
近
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
増
え

て
い
る
。
本
市
で
も
す
べ
き
だ
。

安
心
安
全
で
新
鮮
な
地
産
地
消
を

大
事
に
、
市
内
・
県
内
産
の
食
材

を
使
用
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
に
つ
い
て
学

べ
る
機
会
を
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
黙
食
に
つ
い
て

給
食
時
の
会
話
を
可
能
と
す
る
通

知
が
文
科
省
か
ら
出
さ
れ
た
が
本

市
の
対
応
は
。

今
後
も
感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
思
い
に
配
慮
し
た
給

食
の
実
施
を
学
校
に
周
知
す
る
。

◆
本
市
の
観
光
需
要
と
動
向
に
つ
い
て

本
市
の
観
光
の
動
向
は
。
ま
た
宿

泊
旅
行
者
は
ど
の
方
面
か
ら
か
。

令
和
元
年
３
３
７
万
人
、
令
和

３
年
２
３
５
万
人
。
富
山
・
福
井
、

関
西
圏
、
中
京
圏
か
ら
が
半
分
以
上
を
占

め
る
。

◆
観
光
戦
略
に
つ
い
て

開
業
後
の
集
客
戦
略
は
。

国
内
外
、
世
界
の
ま
ち
と
つ
な
が

り
新
た
な
交
流
が
た
く
さ
ん
生
ま

れ
る
よ
う
、
ま
た
交
流
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス

に
向
け
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
新

交
流
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。

◆
開
業
後
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

旅
行
者
の
本
市
へ
の
交
通
手
段
は
。

関
西
・
中
京
方
面
か
ら
は
、
自
家

用
車
、
観
光
バ
ス
、
特
急
列
車
が
主
。

敦
賀
開
業
後
は
関
西
・
中
京
か
ら

は
乗
換
え
に
な
り
不
便
だ
。
今
後

の
交
通
網
を
ど
う
考
え
る
。

在
来
線
と
新
幹
線
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
や
航
空
機
の
新
規
路
線
の
開

拓
に
つ
い
て
、
国
や
県
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

新
田　

寛
之
（
に
っ
た 

ひ
ろ
ゆ
き
）
議
員

前
川
か
ら
日
本
海
へ
の
排
水
路

一
問
一
答

動画で
チェック

吉
村　

範
明
（
よ
し
む
ら 

の
り
あ
き
）
議
員

学
校
給
食
に
つ
い
て
と
新
幹
線
開
業
後
の

観
光
戦
略
と
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

一
問
一
答

動画で
チェック

◆
草
野
町
地
内
に
あ
る
農
業
用
排
水

ポ
ン
プ
を
活
用

ポ
ン
プ
の
能
力
や
排
水
ル
ー
ト
に
つ

い
て
。

ポ
ン
プ
能
力
は
毎
秒
０
・
14

㎥
で
、

排
水
は
直
接
日
本
海
へ
流
れ
る
。

小
松
市
内
で
、
梯
川
以
外
で
唯
一
日

本
海
へ
直
接
排
水
で
き
る
ル
ー
ト
で

あ
る
。
そ
れ
を
活
用
し
、
大
雨
の
際
の
非

常
用
排
水
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

ポ
ン
プ
は
当
初
、
県
営
圃
場
整
備

事
業
に
お
い
て
用
水
ポ
ン
プ
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
要
望
を

受
け
て
大
雨
時
に
農
地
の
潅
水
被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
海
へ
直

接
排
水
で
き
る
よ
う
改
造
し
た
も
の
。
し

か
し
、
排
水
能
力
は
毎
秒
０
・
14
ト
ン
で
前

川
排
水
機
場
の
毎
秒
62
ト
ン
と
比
べ
か
な
り

能
力
に
差
が
あ
り
効
果
は
限
定
的
と
考
え

る
。

梯川梯川

日本海日本海

前川前川

草野町地内から日本海に
出ている排水口

草野町地内のポンプ小屋

前川左岸地区の排水の流れ（青色線）と、草野町地内にある農業用

ポンプの排水ルート （赤色線)


